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（題字：故 藤井名誉顧問）

久留米大学医学部看護学科同窓会だより
発　行　所

久留米大学医学部
看護学科同窓会

総数：5,747 名
（令和３. ３. 31 現在までの卒業生数）

人へ、地域へ、そして世界へ。

看護教育今昔
こんじゃく
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長
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会
会
長

新年度にあたり、職場には新卒の看護職の皆様をお迎
えになり、活気に溢れておられることと、お喜び申し上
げます。

とは云うものの、昨年からの武漢市で発生した新型コ
ロナウイルス感染症が拡散して、今尚終息に至らず、病
院の中で対応なさる皆様には、精神的にも肉体的にもど
んなにか大変な事と推察申し上げます。どうぞ、ご自身そ
して御家族の皆様の健康に御留意の上、頑張って下さい。

丁度昨年の今頃この誌上のご挨拶で書いたのは、この
病気の流行を新聞誌上で知り、「外出から帰ったら手を洗
い、含嗽を‼」と書き、自分でも実行しました。その後
同窓会開催についても御相談を受け、残念だけど中止し
た方がよくないか？と申し上げました。

毎日医療の最前線で御活躍の皆様、どうぞ呉々も御自
身や御家族の健康に御留意なされまして、より良い看護
にお力を尽して下さい。

早くこのコロナが終息して、同窓生の皆様と親しく会
合出来る日を待っています。

気づけば確実に桜色の春の訪れが感じられるようにな
りました。

昨年から続く新型コロナウイルス感染症のパンデミッ
クにより、卒業式、入学式、あのく祭、今年１月の戴帽
式等々、多くの催事が残念ながら開催できませんでした。
また、リモートや分散での講義、演習、実習、学年ごと
の時差登校や、指定席での会話のない昼食など、私たち
は経験したことのない大学生活となりました。そのよう
な状況でも、折に触れ温かいご支援を賜り心より御礼申
し上げます。

同窓会の皆様におかれましては、既に新型コロナウイ
ルスが世界を席巻し、世界が危機状況に陥る中、医療現
場の最前線で、懸命に感染予防と健康改善に取り組まれ、
不安と恐怖、風評被害への苦悩など、壮絶な毎日であっ
たことと拝察し、心より敬意と感謝を表します。

長引くコロナ禍での不自由な生活で、まだまだ新型コ
ロナウイルスの変異種による感染拡大や、ワクチン接種
の実施及びその効果など、不安要素がありますが、この
一年を通して随分と分かってきたこともあります。必ず
くるだろう、安心・安全で穏やかな生活の訪れを信じて。
改めて気を引き締めなおし、今できる最適の振る舞いを
考えて行動したいと思います。

佐
藤
　
和
美

　
　
（
Ⅰ
部
２
回
生
）

同
窓
生
の
皆
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
恙
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
現
在
、
福
岡
県

は
２
度
目
の
『
緊
急
事
態
宣
言
』
延
長
対
象
の
区
域
の
真
っ
た
だ

中
で
す
。
２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
湖
北
省
武
漢
に
始
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
１
年
間
を
経
た
今
、
世
界
中
で 

１
．４
億
の
人
が
感
染
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。 

こ
の 

”ふ
た
ば
“
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
進
ん
で
、
わ
れ
わ
れ
仲
間
の
医
療
従
事
者
が
そ
の
最
前
線

で
身
を
挺
し
て
踏
ん
張
り
、
そ
し
て
我
々
一
人
一
人
も
自
粛
生
活

を
頑
張
っ
た
結
果
、
収
束
の
灯
り
が
少
し
は
見
え
て
く
る
こ
ろ
か

な
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
総
会
も
、
昨
年
当
初
は
、
夏
に
な
れ
ば
収
束
す
る
だ
ろ

う
と
楽
観
視
し
て
い
た
の
で
し
た
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
し

た
。
総
会
の
み
な
ら
ず
幹
事
会
や
代
議
員
会
も
縮
小
し
て
審
議
と

執
行
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
幸
い
同
窓
会
活
動
そ
の
も
の
に
支

障
は
生
じ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
今
年
の
総
会
も
、
午
後
か
ら
の
懇
親
会
は
中
止
と
し
、

午
前
中
の
総
会
の
み
を
開
催
、
そ
れ
も
代
議
員
や
幹
事
会
な
ど
役

員
の
出
席
と
し
、
昨
年
で
き
な
か
っ
た
役
員
改
正
を
承
認
い
た
だ

こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
庶
務
報
告
や
会
計
報
告
な
ど
は
、 

”ふ
た
ば
“
に
掲
載
す
る
こ
と
で
代
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
宜

し
く
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ひ
と
時
も
早

く
懐
か
し
い
お
顔
に
会
え
ま
す
よ
う
に
と
祈
念
い
た
し
ま
す
。

秦　トヨ子
（看護婦養成所45回生）三橋　睦子

　　（Ⅰ部11回生）

顧　問顧　問
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ご 挨 拶ご 挨 拶

久留米大学医学部久留米大学医学部
看護学科看護学科

学科長学科長
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初夏の候、同窓生の皆さまにおかれましては、ますま
すご清祥のこととお慶び申し上げます。

昨年からのCOVID-19の世界的流行により、様々な面
で仕事・暮らしが変化しました。人々と集い、微笑み語
らう日常はかけがえないことであったと痛感しています。
看護職は今、コロナとの闘いにおいて最前線にたち、病
に苦しむ人々に寄り添い、多職種と協働し専門職として
の力を発揮しています。日本看護協会、看護者の倫理綱
領前文では「人々は、人間としての尊厳を維持し、健康
で幸福であることを願っている。看護は、このような人
間の普遍的なニーズに応え、人々の健康な生活の実現に
貢献することを使命としている。」と示しています。より
質の高い看護を提供し続けるためには、看護者自身の心
身の健康の保持増進に努めることが、長期戦においては
重要です。病院、組織、地域社会全体で、平和な日常を
取り戻すことを共に願い、絆を強固に支えあいたいと思
います。今を生きる私たちが、どのようなプロセスをた
どり生命を紡いできたか、未来の人類へ誇らしく示せる
ように行動していきましょう。
「人と地球にやさしい、生命を慈しむ医療」を理念とし、

職員一丸となり、邁進する所存でございます。今後とも
ご高配を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

緑風の候、初夏の青空が気持ちよく感じられる季節に
なりました。同窓生の皆さまにおかれましては、ますま
すご清祥のこととお慶び申し上げます。

令和３年４月に看護部長に拝命いたしました。これま
での看護部の伝統を伝承・伝授し、更なる発展ができる
よう誠心誠意取り組んでまいりたいと思っております。

昨年度は、新型コロナ感染症拡大により日本中が大変
な状況となりました。医療センターでも軽症患者の受入
れや地域外来・検査センターを開設し、地域医療に貢献
できるよう取り組んでまいりました。患者さんやご家族
が安心して医療センターを利用して頂けるように、職員
一丸となり病院入り口でのトリアージを含め院内感染対
策も強化してまいりました。また、入院患者さんの面会
禁止が続く中、少しでも患者さんとご家族が安心できる
時間が作れるよう、久留米大学文学部の学生さんと協同
しオンライン面会ができる環境を整え、文医融合の取り
組みも進めてまいりました。

今年度は、看護部スローガン「New nursing power ～
セルフコントロール力、患者･家族ケア力、オンライン
活用力」の３つの更なる新しい力を掲げ邁進してまいり
ます。

今後も「心が通い、信頼される医療」を理念とし、地
域の皆さまに親しまれる病院を目指し、看護の質の向上
に努めてまいります。同窓会の皆さまのご指導ご支援宜
しくお願い致します。

上野　知昭
（Ⅱ部11回生）原﨑　礼子

久留米大学病院久留米大学病院
看護部長看護部長

久留米大学久留米大学
医療センター医療センター

看護部長看護部長

看護教育今昔
こんじゃく

ふたば28号表紙のテーマは「看護教育今昔」です。

久留米大学創立50周年記念誌（昭和53年刊行）と久留米

大学医学部看護学科2021年度学科案内（令和3年発行）に

掲載された写真をいただきました。

久留米大学の看護教育の歴史は、医学教育と同じ長い歴史

を持っています。

時代は昭和から平成、そして令和と流れ、白黒写真から

カラー写真へと変遷しましたが、看護教育の原点は今も昔も

変わらず受け継がれています。臨床現場ではナースキャップ

を被らなくなり、「戴帽式」を挙行する学校は珍しくなりまし

た。久留米大学医学部看護学科は今もなお「戴帽式」をあ

の懐かしい久留米大学病院独自のナースキャップで執り行っ

ています。
旧看護専門学校校舎を背景に　令和2年度幹事会�（令和3年3月27日撮影）
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＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△：予算より増　　2020.4.1 ～ 2021.3.31   
費　　目 予　算　額 決　算　額 差　額 備　考

１．会費
　１）学科入会金（準会員）
　２）会費（終身）

4,400,000
1,650,000
2,750,000

7,678,680
1,770,000
2,750,000
2,850,000
308,680

3,278,680
学科27回生1.5万×118名
学科23回生1.5万×110名
学科24回生2.5万×114名
終身会費督促分（15名）

２．懇親会 700,000 700,000 0 0 700,000 開催中止
３．雑収入
　１）受取利息

10,000
1,000

307
307

693
預金利息

小　　計 5,101,000 7,678,987
４．前年度繰越金 8,413,779 8,413,779

合　　計 13,514,779 16,092,766

＜支出の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
費　　目 予　算　額 決　算　額 差　額 備　考

１．総会費
　１）会場
　２）飲食代
　３）印刷・発送費
　４）雑費

1,550,000
50,000
700,000
700,000
100,000

343,782
0
0

343,782
0

1,206,218
会場費、サービス料
懇親会飲食代
資料、封筒印刷、ふたば送料込み
余興謝金等

２．役員会
　１）日当（交通費込み）
　２）雑費

350,000
330,000
20,000

177,804
173,000
4,804

172,196 役員会
三役会・幹事会･代議員会

３．実行委員会
　１）日当
　２）交通費
　３）雑費

220,000
120,000
50,000
50,000

55,868
47,905

0
7,963

164,132
2020年度総会実行委員会

（総会企画・ふたば編集）

４．ふたば編集
　１）印刷費
　２）執筆御礼
　３）雑費

390,000
360,000
20,000
10,000

391,560
364,520
27,040

△1,560 ふたば27号
4,400部印刷
クオカード（1,000円×26枚分）

５．看護学科補助
　１）学友会補助金
　２）卒業記念品
　３）戴帽式
　４）式典用花代
　５）学会寄付
　６）予備費

1,840,000
1,000,000
330,000
165,000
45,000
200,000
100,000

713,144
0�

321,937
161,107
30,000
200,100

0

1,126,856
教務課より：2020年度の補助は不要
証書ホルダー 113名分
戴帽式キャップ･エンブレム（118名分）
入学式、卒業式花代
日本感染学会寄付

６．消耗品
　１）事務用品費
　２）郵送代

110,000
60,000
50,000

62,890
16,885
46,005

47,110
印刷用紙、封筒等文具代
往復はがき、切手、郵送代

７．渉外費
　１）慶弔費
　２）交際費
　３）予備費

210,000
50,000
60,000
100,000

45,806
3,806
42,000

0

164,194

会議・式典出席の日当・交通費

８．事務費
　１）事務員給与
　２）コピー
　３）電話料金
　４）その他

666,996
600,000
13,996
3,000
50,000

737,123
636,240
64,306
3,027
33,550

△70,127

コピー機レンタル、トナー交換代
固定電話代
wi-fiレンタル・ウイルスバスター更新

小　　計 5,336,996 2,527,977
９．次年度繰越金 8,177,783 13,564,789

合　　計 13,514,779 16,092,766

令
和
２
年
度
　
同
窓
会
会
計
決
算

総
会
報
告

総
会
報
告

令
和
2
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
だ
け
で
な
く
久
留
米
市
に
大
雨
警
報
発
令
に

伴
い
急
遽
会
議
が
中
止
に
な
る
な
ど
紆
余
曲
折

が
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
、
総
会
報
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
総
会
・
懇
親
会
が
中
止
に
な
っ
た
た

め
総
会
・
懇
親
会
が
中
止
に
至
る
ま
で
の
経
緯

を
追
加
し
報
告
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
令
和
2
年

1
月
16
日
、
日
本
で
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
1
月
30
日
に
世
界

的
緊
急
事
態
宣
言
、
3
月
11
日
に
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
と
し
て

は
2
月
1
日
第
2
回
幹
事
会
の
時
期
は
、
日
本

に
お
い
て
は
ま
だ
発
生
数
も
累
計
数
も
少
数
で

あ
り
総
会
の
開
催
を
ど
う
す
る
か
な
ど
は
検
討

課
題
に
あ
が
ら
ず
例
年
通
り
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
2
月
に
な
り
感
染
者
が
増
加
し
爆

発
的
な
感
染
拡
大
や
医
療
崩
壊
の
危
機
が
叫
ば

れ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

看
護
学
科
も
3
月
の
卒
業
式
、
4
月
の
入
学
式

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
3
密
（
密
閉
・
密
接
・

密
集
）
の
回
避
が
求
め
ら
れ
る
中
、
会
食
を
伴

う
懇
親
会
は
中
止
す
べ
き
と
判
断
し
3
月
28
日

の
第
3
回
幹
事
会
で
懇
親
会
の
み
中
止
し
総
会

の
み
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
4
月
に
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
4
月
22
日
に
臨
時
三
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＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2021.4.1 ～ 2022.3.31
費　　目 予　算　額 備　考

１．会費
　１）学科入会金（準会員）
　２）会費（終身）

4,675,000
1,800,000
2,875,000

学科28回生1.5万×120名
学科25回生2.5万×115名

２．懇親会 0 0  
３．雑収入
　１）受取利息

500
500 預金利息

小　　計 4,675,500
４．前年度繰越金 13,564,789

合　　計 18,240,289

　＜支出の部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
費　　目 予　算　額 備　考

１．総会費
　１）会場
　２）飲食代
　３）印刷・発送費
　４）雑費

500,000
0
0

500,000
0

会場費等（久留米大学筑水会館使用のため） 
懇親会飲食代
資料、封筒等印刷、ふたば送料込み
余興謝金等

２．役員会
　１）日当（交通費込み）
　２）雑費

350,000
330,000
20,000

三役会・幹事会・代議員会
3,000円×（幹事会：20名×2回、代議員会：35名×2回）

３．実行委員会
　１）日当
　２）交通費
　３）雑費

220,000
120,000
50,000
50,000

令和3年度総会実行委員会
ふたば28号編集委員

４．ふたば編集
　１）印刷費
　２）執筆御礼
　３）雑費

420,000
380,000
30,000
10,000

4,500部
１名あたり1,000円の記念品
原稿等郵送費

５．看護学科補助
　１）学友会補助金
　２）卒業記念品
　３）戴帽式
　４）式典用花代
　５）予備費

1,670,000
1,000,000
345,000
180,000
45,000
100,000

学友会補助金
3,000×115名
戴帽式キャップ･エンブレム（1,500円×120名分）
15,000円×３回（入学式、戴帽式、卒業式）

６．消耗品
　１）事務用品費
　２）郵送費

110,000
60,000
50,000

封筒、印刷用紙、インク等文具
往復はがき、切手

７．渉外費
　１）慶弔費
　２）交際費
　３）予備費

210,000
50,000
60,000
100,000

会長等、会議・式典出席の日当・交通費

８．事務費
　１）事務員給与
　２）コピー
　３）電話代　
　４）その他

727,596
660,000
13,996
3,600
50,000

55,000円×12 ヶ月
レンタル料（13,996円/年）
電話代300円×12 ヶ月
wi-fiレンタル（32,400円/年）

小　　計 4,207,596
９．次年度繰越金 14,032,693

合　　計 18,240,289

令
和
３
年
度
　
同
窓
会
会
計
予
算
（
案
）

役
会
を
開
催
し
総
会
も
中
止
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
庶
務
報
告
や
会
計
報
告
、
次
年

度
の
事
業
計
画
や
予
算
計
画
の
審
議
と
役
員
改

選
が
審
議
・
承
認
を
行
う
予
定
で
し
た
が
開
催

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
代
替
案
と
し
て
6
月
27

日
の
第
4
回
幹
事
会
・
第
2
回
代
議
委
員
会
を

総
会
に
代
わ
る
会
議
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
6
月
27
日
会
議
当
日
の
朝
、
久
留
米

市
に
大
雨
警
報
が
発
令
、
近
郊
も
冠
水
す
る
事

態
と
な
り
三
役
会
で
急
遽
会
議
を
中
止
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
だ
け
で
な
く
総
会
の
代
替
と
し
た
第
4

回
幹
事
会
・
第
2
回
代
議
委
員
会
も
中
止
に
な
っ

た
た
め
に
、
9
月
5
日
令
和
2
年
度
第
1
回
幹

事
会
・
第
1
回
代
議
委
員
会
を
総
会
の
代
替
と

し
感
染
予
防
の
た
め
人
数
を
制
限
し
て
庶
務
報

告
、
令
和
元
年
度
会
計
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
次
期
事
業
計
画
（
案
）、
次
期
予
算
（
案
）

の
議
事
に
つ
い
て
報
告
、
審
議
を
行
い
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
2
年
度
は
役
員
改
選
年
度
で
会
員
の
承

認
が
必
要
で
し
た
が
、
総
会
が
中
止
と
な
り
会
員

の
承
認
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
役
員

は
1
年
間
継
続
し
令
和
3
年
度
の
総
会
で
会
長

と
新
役
員
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
福
岡
県
勤
労
者
知
事
表
彰　

上

野
知
昭
さ
ん
（
Ⅱ
部
11
回
生
）、
福
岡
県
医
療
・

介
護
及
び
教
育
等
に
従
事
す
る
看
護
職
員
に
対

す
る
知
事
表
彰　

兒
玉
尚
子
さ
ん
（
Ⅰ
部
16
回

生
）、
福
岡
県
看
護
協
会
会
長
賞　

田
中
節
子
さ

ん
（
Ⅱ
部
9
回
生
）、
平
嶋
ゆ
か
り
さ
ん
（
Ⅰ
部

17
回
生
）、
医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者
表

彰　

白
土
佳
津
子
さ
ん（
Ⅰ
部
15
回
生
）で
し
た
。

　

書
記　

築
地
原
幸
子
（
Ⅱ
部
11
回
生
）

水
落　

裕
美
（
学
科
5
回
生
）

会
計　

首
藤　

敏
夫
（
学
科
4
回
生
）

松
永　

紘
子
（
学
科
10
回
生
）
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令
和
2
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
Ⅰ
部
9
回
生
、
22
回
生
、
Ⅱ
部
4
回
生
、
看
護
学
科
9
回

生
が
実
行
委
員
と
な
り
、
総
会
準
備
、
ふ
た
ば
の
発
行
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

1
月
初
旬
よ
り
、
予
期
し
な
い
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
が
世
界
中
に
流
行
し
ま

し
た
。
4
月
に
は
日
本
に
お
い
て
も
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
、
誰
も
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
状
況
と
な
り
、
自
粛
生
活
や
新
し
い
生
活
様
式
な
ど
す
べ
て
の
人
々
の
生
活
が
一

変
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
の
思
い
出
に
残
る
総
会
・
懇
親
会
を
行
う
た
め
に
実

行
委
員
も
感
染
対
策
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
様
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
判
断
の
も
と
、
総
会
・
懇
親
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
た
ば
は
予
定
通
り
6
月
に
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
ま
た
何
よ
り
も
同
級
生

と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、総
会
・
懇
親
会
は
中
止
と
な
り
実
行
委
員
一
同
、

残
念
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
看
護
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
や
使
命
、
患
者

ケ
ア
に
渡
り
、
看
護
師
が
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
は
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
２
０
０
年
で
も
あ
り
、ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
「
看
護
の
覚
書
」
の
「
真

の
看
護
と
は
、
感
染
を
予
防
す
る
こ
と
以
外
は
顧
み
な
い
」
と
い
う
、
清
潔
を
保
つ
こ
と
や

開
け
離
れ
た
窓
か
ら
の
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
、
ま
さ
に
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
と
同
じ
で
、
変
わ
ら
な
い
看
護
の
原
点
を
再
認
識
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

令
和
3
年
に
な
っ
て
も
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

3
月
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
医
療
従
事
者
へ
先
行
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
い
収
束
と
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
願
い
つ
つ
、
令
和
3
年
度
は
総
会
が

無
事
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長

  

吉
井　

千
穂  

（
Ⅰ
部
22
回
生
）

令
和
２

令
和
２（
２
０
２
０
）

（
２
０
２
０
）年
度
の
総
会
を
担
当
し
て

年
度
の
総
会
を
担
当
し
て

―同窓会役員及び幹事紹介―
  （令和２年度総会後～令和４年度総会迄）

名誉顧問　秋山シスカ　　（33回生）

顧問　　　秦　トヨ子　　（45回生）

会長　　　佐藤　和美　　（Ⅰ部2回生） ※

副会長　　大塚まり子　　（Ⅰ部14回生） ※

副会長　　兒玉　尚子　　（Ⅰ部16回生） ※

書記　　　築地原幸子　　（Ⅱ部11回生） ※

書記　　　水落　裕美　　（学科5回生） ※

会計　　　首藤　敏夫　　（学科4回生） ※

会計　　　岡村　光子　　（学科7回生） ※

会計監事　北川　利香　　（Ⅱ部8回生）

会計監事　藤好　貴子　　（学科1回生）

幹事 上野　静香　　（Ⅰ部3回生）

幹事 田中みとみ　　（Ⅰ部4回生）

幹事 龍頭　榮子　　（Ⅰ部9回生）

幹事 古賀　尚子　　（Ⅰ部12回生）

幹事 白土佳津子　　（Ⅰ部15回生）

幹事 井手　純江　　（Ⅰ部20回生）

幹事 松尾　教子　　（Ⅰ部24回生）

幹事 園田ルミ子　　（Ⅰ部27回生）

幹事 猪島美津子　　（Ⅱ部7回生）

幹事 工藤絵美子　　（学科6回生）

幹事 松本まなみ　　（学科9回生）

幹事 西依　知哉　　（学科15回生）

議長 樺島　結花　　（Ⅰ部19回生）

議長 宮原　聖也　　（学科13回生）

※令和３年度総会にて改選予定
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２
０
２
０
年
春
、
新
た
な
目
標
と
共
に
気
を
引
き
締
め
た
最
中
、
私
の

２
０
２
０
年
春
、
新
た
な
目
標
と
共
に
気
を
引
き
締
め
た
最
中
、
私
の

働
く
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

働
く
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下

（
以
下CO

VID
-19

CO
VID

-19

）
重
症
患
者
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
。
未
知
な
る
疾

）
重
症
患
者
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
。
未
知
な
る
疾

患
が
故
に
、
感
染
を
広
め
な
い
環
境
整
備

患
が
故
に
、
感
染
を
広
め
な
い
環
境
整
備
・・
体
制
作
り

体
制
作
り
・・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
が
行
わ
れ
た
。

ス
ケ
ア
が
行
わ
れ
た
。

同
年
同
年
1010
月
よ
り
重
点
医
療
機
関
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
内
に

月
よ
り
重
点
医
療
機
関
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
内
にCO

VID
-19

CO
VID

-19

受
け
入
れ
病
床
８
床
が
指
定
さ
れ
、
特
定
機
能
病
院
・
三
次
救
急
と
し
て

受
け
入
れ
病
床
８
床
が
指
定
さ
れ
、
特
定
機
能
病
院
・
三
次
救
急
と
し
て

通
常
の
救
急
体
制
を
確
保
し
な
が
ら
、

通
常
の
救
急
体
制
を
確
保
し
な
が
ら
、CO

VID
-19

CO
VID

-19

重
症
患
者
を
受
け
入
れ

重
症
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
く
と
い
う
使
命
も
加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
大
学
病
院
一
丸
と
な
っ
て
取

て
い
く
と
い
う
使
命
も
加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
大
学
病
院
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
た
め
、
ま
た

り
組
む
た
め
、
ま
たCO

VID
-19

CO
VID

-19
患
者
を
１
対
１
看
護
体
制
で
ケ
ア
す
る
た

患
者
を
１
対
１
看
護
体
制
で
ケ
ア
す
る
た

め
に
各
部
署
よ
り

め
に
各
部
署
よ
り
1212
名
の
看
護
師
が
集
結
し
た
。

名
の
看
護
師
が
集
結
し
た
。

「
チ
ー
ム
で
奏
で
る
安
全
と
思
い
や
り
の
ハ
ー

「
チ
ー
ム
で
奏
で
る
安
全
と
思
い
や
り
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
一
波

モ
ニ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
一
波
・・

第
二
波
の
経
験
を
も
と
に
、
体
制

第
二
波
の
経
験
を
も
と
に
、
体
制
・・
環
境
環
境
・・
教教

育
の
３
つ
の
視
点
か
ら
基
盤
を
固
め
、
感
染
対

育
の
３
つ
の
視
点
か
ら
基
盤
を
固
め
、
感
染
対

策
を
行
い
な
が
ら
高
度
で
安
全
な
医
療
を
提
供

策
を
行
い
な
が
ら
高
度
で
安
全
な
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。
呼
吸

で
き
る
よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。
呼
吸

器器
・・ECM

O
ECM

O

・・
透
析
な
ど
の
Ｍ
Ｅ
機
器
や
動
脈

透
析
な
ど
の
Ｍ
Ｅ
機
器
や
動
脈

ラ
イ
ン
、
多
く
の
持
続
注
射
が
つ
な
が
る
中
で

ラ
イ
ン
、
多
く
の
持
続
注
射
が
つ
な
が
る
中
で

の
腹
臥
位
療
法
は
チ
ー
ム
の
思
い
が
一
つ
に

の
腹
臥
位
療
法
は
チ
ー
ム
の
思
い
が
一
つ
に

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
例
で
あ
る
。

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
例
で
あ
る
。

ま
た
、
制
限
が
あ
る
中
で
の
家
族
看
護
に
つ
い

ま
た
、
制
限
が
あ
る
中
で
の
家
族
看
護
に
つ
い

て
も
日
々
検
討
し
て
い
る
。

て
も
日
々
検
討
し
て
い
る
。

未
知
な
る
疾
患
に
対
す
る
大
学
病
院
一
丸
と

未
知
な
る
疾
患
に
対
す
る
大
学
病
院
一
丸
と

な
っ
た
緊
急
体
制
の
整
備
、
そ
し
て
既
存
の
組

な
っ
た
緊
急
体
制
の
整
備
、
そ
し
て
既
存
の
組

織
を
超
え
た
協
力
体
制
と
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

織
を
超
え
た
協
力
体
制
と
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
て

グ
な
ど
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

い
き
た
い
。

　

久
保　

美
帆 

（
学
科
４
回
生
）

高度救命救急センターにおける新型コロナ対策活動高度救命救急センターにおける新型コロナ対策活動

オレンジセーフティ・ラウンドを実施してオレンジセーフティ・ラウンドを実施して

私
達
は
、
２
０
２
０
年
よ
り
認
知

私
達
は
、
２
０
２
０
年
よ
り
認
知

症
・
せ
ん
妄
看
護
の
質
向
上
お
よ
び

症
・
せ
ん
妄
看
護
の
質
向
上
お
よ
び

身
体
抑
制
の
適
正
化
を
目
的
に
、

身
体
抑
制
の
適
正
化
を
目
的
に
、  

オ
レ
ン
ジ
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ド
を
開
始
し
ま
し
た
。
認
知
症
の

オ
レ
ン
ジ
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ド
を
開
始
し
ま
し
た
。
認
知
症
の

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
が
ラ
ウ
ン
ド
名
の
由
来
で
す
。
病
棟
か
ら
コ
ン
サ

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
が
ラ
ウ
ン
ド
名
の
由
来
で
す
。
病
棟
か
ら
コ
ン
サ

ル
ト
を
受
け
、
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師（
堤
）

ル
ト
を
受
け
、
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師（
堤
）･ ･ 

老
人
看
護
専
門

老
人
看
護
専
門  

看
護
師（
田
中
勝
）

看
護
師（
田
中
勝
）･ ･ 

医
療
安
全
管
理
者（
福
井
）
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

医
療
安
全
管
理
者（
福
井
）
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
、
専
門
性
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

か
ら
、
専
門
性
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、  

メ
ン
バ
ー
に
院
内
認
定
看
護
師
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｎ
（
認
知
症
の
方
へ
の
思
い

メ
ン
バ
ー
に
院
内
認
定
看
護
師
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｎ
（
認
知
症
の
方
へ
の
思
い

を
つ
な
ぐ
看
護
師
）
を
加
え
、
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

を
つ
な
ぐ
看
護
師
）
を
加
え
、
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
ご
家
族
と
の
面
会
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
ご
家
族
と
の
面
会
や

外
出
外
泊
が
制
限
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
今
ま

外
出
外
泊
が
制
限
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
今
ま

で
以
上
に
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

で
以
上
に
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
中
で
、
苦
痛
や
不
快
の
原
因
を
探
り
「
パ
ー
ソ
ン
・

シ
ョ
ン
す
る
中
で
、
苦
痛
や
不
快
の
原
因
を
探
り
「
パ
ー
ソ
ン
・

セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
を
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
を
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
と
は
、
認
知
症
を
も
つ
人
を

パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
と
は
、
認
知
症
を
も
つ
人
を

一
人
の

一
人
の    

＂人＂人    

”
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
人
の
視
点
や
立
場
に
立
っ
て

”
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
人
の
視
点
や
立
場
に
立
っ
て

理
解
す
る
こ
と
で
、
医
療
者
中
心
で
は
な
く

理
解
す
る
こ
と
で
、
医
療
者
中
心
で
は
な
く    

＂そ
の
人
を
中
心
と

＂そ
の
人
を
中
心
と

し
た
最
善
の
ケ
ア

し
た
最
善
の
ケ
ア  

”を
目
指
す
も
の
で
す
。
身
体
抑
制
に
つ
い
て
は
、

”を
目
指
す
も
の
で
す
。
身
体
抑
制
に
つ
い
て
は
、

抑
制
以
外
の
対
策
を
提
案
し
、解
除
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

抑
制
以
外
の
対
策
を
提
案
し
、解
除
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

病
室
に
足
を
運
び
、
安
全
面
に
配
慮
し
た
療
養
環
境
で
あ
る
か
確
認

病
室
に
足
を
運
び
、
安
全
面
に
配
慮
し
た
療
養
環
境
で
あ
る
か
確
認

し
、
心
身
の
安
ら
ぎ
に
繋
が
る
工
夫
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

し
、
心
身
の
安
ら
ぎ
に
繋
が
る
工
夫
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
患
者
さ
ん
の
尊
厳
と
安
全
面
を
両
立
さ
せ
た
最
善
の

今
後
も
、
患
者
さ
ん
の
尊
厳
と
安
全
面
を
両
立
さ
せ
た
最
善
の

ケ
ア
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
活
動
を
続

ケ
ア
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

け
て
い
き
ま
す
。

福
井   

智
子 

（
Ⅰ
部
23
回
生
）

堤　

   

純
子 

（
学
科
２
回
生
）

写真向かって左：福井、向かって右：堤
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元
来
、
私
は
「
看
護
の
日
」
に
何
か
し
ら
の
想
い
を
馳
せ
る
様

な
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
ど
ん
底
の
経
済
状

況
下
で
、
工
業
高
校
卒
業
の
私
が
な
ん
と
か
就
職
で
き
た
の
は
、

個
人
経
営
の
機
械
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。休
日
は
年
に
六
〇
日
程
度
、

ノ
ル
マ
を
達
成
出
来
な
い
時
は
罵
倒
さ
れ
、
残
業
手
当
や
代
休
な

ん
て
言
葉
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
常
に
口
か
ら
洩
れ
る
の
は
現
状

の
不
満
ば
か
り
。
自
ら
そ
れ
を
打
破
す
る
様
な
考
え
は
皆
無
で
、

手
に
し
た
薄
給
で
欲
を
貪
る
日
々
だ
っ
た
。

非
生
産
的
な
毎
日
を
生
き
て
い
た
私
の
心
を
奮
い
立
た
せ
た
の

は
、
一
つ
年
上
の
姉
の
死
だ
っ
た
。
姉
は
脳
腫
瘍
だ
っ
た
。
人
間

ら
し
さ
が
失
わ
れ
て
い
く
姉
の
姿
を
直
視
す
る
こ
と
が
辛
く
、
介

助
ど
こ
ろ
か
声
を
掛
け
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
予
後
が
宣
告

さ
れ
て
か
ら
は
、
己
の
辛
さ
か
ら
逃
げ
た
い
一
心
で
、
姉
の
死
を

願
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
は
無
力
だ
っ
た
。

姉
の
様
に
生
き
た
く
て
も
叶
わ
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
病
気
や
怪
我
で
そ
れ
ま
で
の
人

生
や
夢
を
諦
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
人
達
が
居
る
の
に
、何
も
積
み
上
げ
て
い
な
か
っ

た
己
を
棚
に
上
げ
、
現
状
の
粗
悪
さ
を
世
の
せ
い
に
し
て
生
き
て
き
た
。
そ
ん
な
自
分
が
恥
ず

か
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
。
機
械
メ
ー
カ
ー
を
退
職
し
、
個
人
病
院
で
看
護
助
手
と
し
て
働
き

な
が
ら
看
護
学
校
に
通
っ
た
。
姉
へ
の
償
い
、
自
分
の
人
生
を
変
え
る
気
概
で
机
に
向
か
い
、

最
終
的
に
は
大
学
の
看
護
学
科
へ
編
入
す
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
ま
で
何
も
持
た
な
か
っ
た
私
が
、
国
家
資
格
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
へ
の
誇
り
や
自
分

な
り
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
様
に
な
り
、
看
護
師
に
な
る
前
の
自
分
よ
り
も
満
足
し
た
日
々
を

送
れ
る
様
に
な
っ
た
。
八
年
間
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
勤
務
の
中
か
ら
綴
っ
た
、「
そ
の
声
は
」
が
感

動
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
受
賞
で
き
た
の
も
、
そ
の
副
産
物
の
よ
う
に
思
え
て
い
る
。
看
護
師
の
道
を

選
ば
な
け
れ
ば
、
私
は
た
だ
の
乗
客
の
一
人
で
、
周
囲
の
変
化
に
気
を
留
め
は
し
て
も
、
心
を

動
か
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
、
電
車
に
揺
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

た
だ
座
っ
て
い
る
だ
け
の
乗
客
か
ら
、
そ
の
体
験
を
「
看
護
の
日
」
の
想
い
へ
と
昇
華
す
る

こ
と
が
出
来
る
乗
客
と
な
れ
た
の
も
、
姉
が
そ
の
身
を
挺
し
て
私
を
看
護
師
へ
と
導
い
て
く
れ

た
か
ら
こ
そ
と
思
う
。
今
で
も
心
を
奮
い
立
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
躊
躇
し
丸
く
な
っ

た
私
の
背
中
を
、
姉
の
声
が
押
し
て
く
れ
て
い
る
様
に
感
じ
る
時
が
あ
る
。
そ
し
て
春
の
訪
れ

が
近
づ
い
て
来
る
時
期
に
な
る
と
、
窓
の
向
こ
う
に
見
え
る
桜
の
木
々
が
、
私
の
背
中
を
押
す

あ
の
声
の
様
に
芽
吹
い
て
く
れ
て
い
る
様
に
見
え
る
の
だ
。

齋
藤　

泰
臣

（
学
科
11
回
生
）

「
看
護
の
日
」

出典：日本看護協会��2020年��第10回「忘れられない看護エピソード」最優秀賞作品
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基
礎
看
護
学
領
域
は
、
６
名
の
教
員
で
構
成

し
て
い
ま
す
。
学
士
課
程
の
主
な
教
授
内
容
は

看
護
学
概
論
、
生
活
援
助
技
術
、
診
療
に
伴
う

援
助
技
術
、
看
護
過
程
、
基
礎
実
習
な
ど
で
す
。

実
習
は
、
20
名
以
上
の
専
任
教
員
で
担
当
し
、

臨
地
で
は
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
指
導
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
コ
ロ
ナ
禍
の
実
習

で
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
配
慮
と
支
援
を
頂
き
、

本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
研
究
室
で
は
、
大
学
院
修
士
課
程
看

護
教
育
管
理
分
野
専
攻
学
生
の
研
究
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ば
れ
る
同
窓

生
の
方
々
と
楽
し
く
看
護
を
語
り
合
い
、
時
に

は
現
場
の
最
新
医
療
情
報
を
得
て
、
学
士
課
程

教
育
の
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
院
で
の

学
び
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
に
は
、「
看
護
技
術
実
践

の
会
」
や
「
福
岡
佐
賀
神
経
難
病
ケ
ア
研
究
会
」

の
開
催
、
模
擬
患
者
（
Ｓ
Ｐ
）
の
養
成
や
子
ど

も
医
学
部 

Ｄ
ｒ
．Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
Ｎ  

な
ど
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

基
礎
看
護
学
は
、
看
護
学
の
基
盤
・
土
台
と

な
る
理
論
や
技
術
に
つ
い
て
学
習
・
研
究
す
る

学
問
領
域
で
す
。
看
護
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
の

導
入
部
分
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
看
護
に
興

味
を
持
ち
看
護
の
道
を
進
む
学
生
が
、
自
ら
の

目
指
す
看
護
師
へ
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
看
護

教
育
方
法
を
探
求
し
、
教
育
・
研
究
・
実
践
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
学
科
に
入
学
当
初
は
、
看
護
の
仕
事
に
つ
い
て
十
分

に
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
講
義
や
臨
地
実
習
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
通
し
て
、
看
護
師
の
仕

事
に
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
大
学
に
登
校
で
き
ず
友
人
と
会
う
事
が
で
き
な

い
機
会
が
続
き
、
将
来
に
不
安
を
抱
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
中
で
必
死
に
患
者
さ
ん
と
向
き
合
い
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
看
護
師
の
報
道
を
見
る
た
び
に
、
看
護
の
仕

事
へ
の
や
り
が
い
や
看
護
師
の
存
在
意
義
を
改
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
く
う
え
で
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
に
誠
実
に
関
わ
り
な
が
ら
信
頼
関
係
を
育
み
、

命
を
預
か
る
覚
悟
と
責
任
を
持
っ
て
看
護
の
仕
事
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
４
年
間
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
沢
山
の
経
験
と
出

会
い
に
恵
ま
れ
、
看
護
師
と
し
て
だ
け
で
な
く
人
と
し
て
も

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
過

程
で
、
何
度
も
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
ん
な
に
高
く
見
え
た
壁
で
も
友
人
や
先
生
方
、
家
族

な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
り
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

春
か
ら
は
憧
れ
で
あ
っ
た
看
護
師
と
し
て
久
留
米
大
学

病
院
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も

様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
４
年
間
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
糧
に
、
常
に
周
り
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
患
者
さ
ん
の
心
に
寄

り
添
う
看
護
師
と
し
て
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
井　

夕
佳

（
学
科
24
回
生
）

今
村　
　

光

（
学
科
24
回
生
）

基
礎
看
護
学

森
本
紀
巳
子

（
Ⅰ
部
12
回
生
）

令
和
３
年
３
月
22
日
に
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、

看
護
学
科
24
回
生
１
１
４
名
に
学
位
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
と
も
な
い
、
病
院
見

学
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
中
止
さ
れ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
説
明
会
・
採
用
試
験
に
形
を

変
え
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
は
慣
れ

な
い
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
等
に
不
安
を
抱
え
て
の
就
職

活
動
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
就
職
・
進
学
状
況
は
、
看
護
師
と

し
て
医
療
機
関
に
就
職
１
０
０
名
、
助
産
師
課

程
に
進
学
10
名
、
一
般
企
業
に
就
職
１
名
で
し

た
。
医
療
機
関
へ
の
就
職
者
の
う
ち
、
久
留
米

大
学
病
院
に
は
49
名
、
九
州
地
区
の
大
学
病
院

14
名
、
関
東
・
関
西
地
区
の
大
学
病
院
12
名
と

大
学
病
院
へ
の
就
職
が
75
％
を
占
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
自
置
か
れ
た
場
所
で
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
、
驕
る
こ
と
な
く
誠
実
で
謙
虚
な
姿
勢
で

精
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

国
家
試
験
の
結
果
は
、
看
護
師
１
１
４
名
中

１
１
０
名（96.5%

）、
保
健
師
41
名
中
41
名

（100%

）
が
合
格
し
、
全
員
合
格
の
目
標
は
達

成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
卒
者
の
全
国
平

均
合
格
率
看
護
師（95.4%

）、
保
健
師（97.4%

）

は
上
回
る
結
果
で
し
た
。

卒
業
生
は
、
久
留
米
大
学
に
脈
々
と
伝
え
ら

れ
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
新
た

な
歴
史
を
刻
み
始
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
同

窓
生
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
賜
る
機
会
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

看
護
学
科
４
年
生
担
当

椛　

勇
三
郎

（
学
科
１
回
生
）

卒業生の動向

研究室だより：基礎看護学

学生生活を振り返って

学科便り学科便り
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イイキキイイキキ同窓生同窓生だよりだより

私は３年間、特別病棟に勤務

しました。結婚を機に遠方へ引っ

越し、それから10年程専業主婦

でした。子供が少し手が離れてき

た頃に偶然テレビで見た復職支

援研修実習を受けました。研修

後、子供が小学生に上がり仕事

を、と考えていた時に看護協会

より就職の声がかかりました。 

１年ほどパートで働き地元へ帰っ

てきました。現在、総合病院に勤

務し10年目になります。仕事を始めた頃は電子カルテに

悪戦苦闘し、業務も看護もとても時間がかかってしまい

ました。あの頃は本当にきつかったです。それでも家族

と職場の方また患者様との関わりが支えとなりました。

一般病棟、地域包括ケア病棟と勤務し今に至ります。

久留米大学病院での勤務はとても短い期間でしたが、

あの時の師長さんを始めスタッフの方々患者様のことは

とても鮮明に思い出されます。私が看護師の仕事を続け

られるのもあの３年間のお陰でもあります。たくさんの

ことを学ばせていただき感謝しています。最近、看護学

校の同級生から連絡をもらいとても懐かしく嬉しい気持

ちです。会える日を楽しみにこれからも頑張っていきた

いと思います。

「ふたば」が届くたびに同窓の皆様のご

活躍を嬉しく誇らしく読ませていただいて

おります。

平成元年に大学病院を退職し、４人の子

供に恵まれ子育てをしながら介護施設の勉強をさせてもらいケア

マネージャーの資格を取得したりしておりました。平成20年に夫

の病後のサポートをする為、現役に復帰し今でも看護師として働

いております。

院長を含め職員４名の小さなクリニックなので、看護師の仕事

はもちろん受付業務から診療報酬の請求等何でもこなさなければ

なりません。院長である夫が救急専門医ということもあり熱中症

など年に数回ですが救急車の受入もあり、急性期から在宅訪問診

療まで幅広く携わっております。

昨年は医師会の依頼を

受け、発熱外来のお手伝

いもさせて頂きました。

これからも体力の続く限

り看護師として錆びない

ように努力していきたい

と思います。

今後の同窓会の更なる

発展と、皆様のご活躍を

祈念いたします。

光岡　静美
（旧姓：大坪）
（Ⅱ部５回生）

同窓生の皆様、益々ご健勝の

ことと存じます。新型コロナウ

イルスが感染拡大の一途を辿る

中、何気ない普通の日常のあり

がたさを感じています。

私は、現在、久留米大学医学

部看護学科で老年看護学を担当

し、看護教育に携わっています。

時に触れ、あの頃の先生方の教

育に対する情熱や愛情に感謝す

るとともに素晴らしい環境の中

で看護を学ぶことが出来たことに感謝する日々です。私

たちが学んだ校舎は、今も学生たちの授業に使用してい

ます。年を重ねる毎に学生時代の寮生活、戴帽式や実習

での出来事等、昨日のことのように思い出されます。あ

の頃の思い出と友は、私の宝であり、誇りです。今年、

私たち15回生は、還暦を迎えます。私の今の一番の楽し

みは、気の合う仲間とのおしゃべりと四季を感じながら

ゆっくりと「頂上を目指さない山歩き」「頑張らない山歩

き」です。この楽しみをいつまでも続けられるように、

最近、ラジオ体操をするようになりました。今は、緊急

事態宣言によりこの楽しみは叶えられませんが、私に与

えられた役割を誠実に果たしていきたいと思います。

現在、医療の最前線で日々ご尽力されています同窓生

の皆様の健康を心より祈っています。

古村美津代
（Ⅰ部15回生）

済藤　恵子
（Ⅰ部27回生）

“光陰矢の如し”私が天上人（？）となって

40数年、その間の医学の発展は目ざましくと

りわけ昨年からのコロナ禍での医療など見る

もの聞くもの全てが遠い世界に映ります。

私は大分県九重の田舎で旅館を営んでおり

ます。古稀を迎え年とともに目、足、腰と支

障をきたすようになって参りましたが、春は

鶯、夏は蛍、秋には山一面を彩る紅葉そして

冬の雪景色と四季折々の自然の中で世間とは

隔絶された日々を送っております。

周宝むつ子
（Ⅰ部４回生）

右：光岡静美（旧姓：大坪）
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今井　花凜
（学科23回生）

安藤　友美
（学科11回生）

久
留
米
大
学
を
卒
業
し
、
看
護
師
と
し
て
働
き
始

め
て
か
ら
も
う
す
ぐ
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
仕
事
を
覚
え
る

の
に
必
死
の
毎
日
で
し
た
。
初
め
の
こ
ろ
は
本
当
に

看
護
師
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
多
く
の
患
者
さ
ん
と
関
わ
る
中
で
、

学
生
の
こ
ろ
に
は
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

看
護
技
術
や
人
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
の
手

厚
い
ご
指
導
や
、
同
期
の
支
え
も
あ
り
、
だ
ん
だ
ん

と
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
仕
事

に
も
や
り
が
い
を
感
じ
、
看
護
師
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
う
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
看

護
学
科
で
学
ん
だ
知
識
や
感
性
を
基
盤
と
し
、
新
た

な
こ
と
を
学
び
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
辛
い
こ
と

が
あ
っ
た
と
き
で
も
、
久
留
米
大
学
で
一
緒
に
学
ん

だ
仲
間
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
頑
張
っ
て
い
る
と
思

う
と
元
気
が
出
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、い
つ
か
も
っ

と
成
長
し
て
皆
さ
ん
で
集
ま
っ
て
語
れ
る
日
が
来
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
理
想
の
看
護
師

像
に
近
づ
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
平
成
1717
年
（
２
０
０
５
年
）
３
月
に
大
学
病
院
を
退

年
（
２
０
０
５
年
）
３
月
に
大
学
病
院
を
退

職
し
、
地
域
密
着
型
の
病
院
で
看
護
人
生
の
仕
上
げ
を

職
し
、
地
域
密
着
型
の
病
院
で
看
護
人
生
の
仕
上
げ
を

し
よ
う
と
決
め
、
現
在
の
病
院
に
転
職
し
て

し
よ
う
と
決
め
、
現
在
の
病
院
に
転
職
し
て
1616
年
が
経

年
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
在
、
Ⅰ
部
４
名
、
学
科
７
名
の
卒
業

過
し
ま
し
た
。
現
在
、
Ⅰ
部
４
名
、
学
科
７
名
の
卒
業

生
が
共
に
勤
務
し
、
地
域
医
療

生
が
共
に
勤
務
し
、
地
域
医
療

の
一
端
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

の
一
端
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

当
院
で
は
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー

当
院
で
は
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー

チ
推
進
の
た
め
、
す
べ
て
の
専

チ
推
進
の
た
め
、
す
べ
て
の
専

門
職
を
病
棟
に
配
置
（
縦
軸
）、

門
職
を
病
棟
に
配
置
（
縦
軸
）、

そ
し
て
各
専
門
職
の
教
育
支
援

そ
し
て
各
専
門
職
の
教
育
支
援

と
し
て
教
育
研
修
部
（
横
軸
）

と
し
て
教
育
研
修
部
（
横
軸
）

を
設
置
し
た
マ
ト
リ
ク
ス
組
織

を
設
置
し
た
マ
ト
リ
ク
ス
組
織

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
看
護

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
看
護

部
門
と
し
て
は
、
専
門
性
を
高

部
門
と
し
て
は
、
専
門
性
を
高

め
る
た
め
に
、
認
定
看
護
師
、

め
る
た
め
に
、
認
定
看
護
師
、

専
門
看
護
師
、
特
定
行
為
看
護

専
門
看
護
師
、
特
定
行
為
看
護

師
等
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

師
等
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
看
護
が
医

い
ま
す
。
し
か
し
、
看
護
が
医

療
チ
ー
ム
内
で
の
認
知
を
獲
得

療
チ
ー
ム
内
で
の
認
知
を
獲
得

す
る
に
は
、ど
の
よ
う
に「
発
信
」

す
る
に
は
、ど
の
よ
う
に「
発
信
」

す
る
の
か
、
今
な
お
、
看
護
責
任

す
る
の
か
、
今
な
お
、
看
護
責
任

者
と
し
て
の
重
責
を
痛
感
し
て

者
と
し
て
の
重
責
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
々
の
出

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
々
の
出

会
い
・
交
流
・
顔
の
見
え
る

会
い
・
交
流
・
顔
の
見
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自
粛

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自
粛

さ
れ
、
社
会
生
活
の
重
要
な
基

さ
れ
、
社
会
生
活
の
重
要
な
基

本
的
要
素
と
な
る
「
人
々
の
繋

本
的
要
素
と
な
る
「
人
々
の
繋

が
り
・
絆
」
が
弱
く
な
っ
て
い

が
り
・
絆
」
が
弱
く
な
っ
て
い

る
昨
今
、
今
こ
そ
、
看
護
の
力

る
昨
今
、
今
こ
そ
、
看
護
の
力

を
発
揮
す
る
と
き
で
す
。

を
発
揮
す
る
と
き
で
す
。

桜
の
便
り
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で

桜
の
便
り
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で

届
い
て
い
ま
す
。

届
い
て
い
ま
す
。

私
は
久
留
米
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
今
年

で
14
年
目
を
迎
え
、
現
在
は
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
、
重
症
度
・
緊
急
度
の

高
い
患
者
の
看
護
と
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
と
し

て
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ホ
ス
ピ

タ
ル
の
現
場
は
医
師
１
人
、
看
護
師
１
人
で

の
活
動
で
、
運
航
ク
ル
ー
や
消
防
機
関
と
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
含
め
看
護
師
の
役
割
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
要
請
さ

れ
る
患
者
は
、
重
症
外
傷
、
急
性
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
な
ど
緊
急
度
が
高
く
、
限
ら
れ
た
医

療
資
源
で
の
患
者
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め

看
護
師
と
し
て
の
責
任
感
は
重
大
で
す
が
、

現
場
に
赴
き
看
護
介
入
で
き
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
、
日
々
患
者
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ

り
、
感
染
対
策
強
化
の
中
で
緊
張
感
が
高
い

状
況
の
勤
務
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
支
え
合

え
る
同
僚
が
い
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し

な
が
ら
、
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
た
め
に
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
後
進
育

成
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
良
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院　

　
　

副
病
院
長　

今
泉　

紀
子
（
Ⅰ
部
６
回
生
）

↑左から２番目：今泉

地域で活躍している卒業生地域で活躍している卒業生
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同
窓
会
の
皆
様
に
ご
助
力
を
賜

り
、
無
事
に
ふ
た
ば
28
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
借
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
同
窓
生
に
お
読
み
い
た

だ
き
、ふ
た
ば
に
寄
せ
ら
れ
た
方
々

の
思
い
が
皆
様
の
更
な
る
力
に
な

る
こ
と
を
、
編
集
委
員
一
同
、
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

      

編
集
委
員
一
同

上
田
美
奈
子
（
Ⅰ
部
23
回
生
）

城
﨑　

清
子
（
Ⅰ
部
23
回
生
）

藤
田　

尚
子
（
Ⅰ
部
23
回
生
）

緒
方　

淳
子
（
学
科
10
回
生
）

古
川　

理
恵
（
学
科
10
回
生
）

編
集
委
員

■日　時　令和３年７月17日（土）

■総　会　10：30 ～ 12：00

今年度は代議員および総会担当関係者
にて総会を執り行います。
懇親会は中止とします。

令和３年度
同窓会案内 同窓会活動

同窓会事務室案内

場　所：看護学科Ｂ棟（旧専門学校校長室）

住　所：〒830-0003
　　　　久留米市東櫛原町777-1

時　間：月・木９時 ～ 13時まで
　　　　事務代行者待機の曜日と時間
　　　　その他はFAXをご利用ください。

ＴＥＬ：０９４２－３１－７５９０
　　　　　　　　　　（内線 3960）

ＦＡＸ：０９４２－３７－０３２２
ＵＲＬ：  http://nurse.kurume-u.ac.jp/
メール：  kurume_kango_dousoukai@yahoo.co.jp

１． 総会と懇親会の開催（年１回）
２． 代議員会・幹事会・三役会の開催
３． 機関誌「ふたば」発行（年１回）
４． 同窓会名簿の管理
５． 会員・準会員・関係者の慶弔に関すること
６． 看護学科の諸行事に出席・贈花
　　◇入学式、戴帽式、卒業式
　　◇卒業生に記念品贈与
７． 看護学科の学友会への支援
８．その他
　　◇看護学科の主催する学会や研究会への支援
　　◇他学部同窓会との連携

13回生 石橋　須寿　（矢野） Ｒ2/2/4

25回生 山本　方子　（佐伯） Ｒ2/5/6

45回生 赤司　久子　（山田） Ｒ1/8/21

45回生 木下　和代　（中村） Ｒ2/10/12

45回生 永江　静子　（中川） Ｒ2/5

Ⅰ-１回生 雲井　加代子  Ｒ2/12/14

Ⅰ-３回生 阪田　久子　（石井） Ｒ3/4/22

Ⅱ-７回生 田中　ルミ　（中尾） Ｒ2/5/26

　　　  　（令和２年４月以降に連絡頂いた方です）

担当回生　Ⅰ部10，23回生
　　　　　Ⅱ部５回生
　　　　　学科10回生

投稿のお願い

  お悔やみ申し上げます（敬称略）

久留米大学医学部看護学科同窓会だより「ふたば」では、同窓生の他方でのご活躍を、
幅広く知っていただきたく、皆様からの自薦・他薦での投稿を心よりお待ちしております。


